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■自治体ＤＸ推進計画（令和２年12月）

自治体におけるDX推進の意義

• 新型コロナウイルス対応において、地域・組織間で横断的にデータが十分に活用できないことなど

様々な課題が明らかとなったことから、こうしたデジタル化の遅れに対して迅速に対処するととも

に、「新たな日常」の原動力として、制度や組織の在り方等をデジタル化に合わせて変革していく、

言わば社会全体のデジタル・トランスフォーメーション（DX）が求められている。

• 自治体においては、まずは、自らが担う行政サービスについて、デジタル技術やデータを活用して、

住民の利便性を向上させるとともに、デジタル技術やAI等の活用により業務効率化を図り、人的資

源を行政サービスの更なる向上に繋げていくことが求められる。

計画期間

• 令和３年（2021年）１月～令和８年（2026年）３月 ※令和７年度末まで
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組織体制

• 限られた予算の中、組織の壁を越えて、全体最適化の見地から自治体の情報システムの標準化・
共通化等のDXを推進するためには、効果的な推進体制の構築が不可欠である。

［首長］

DXの推進に当たっては、仕事の仕方、組織・人事の仕組み、組織文化・風土そのものの変革
も必要となる中、首長自らがこれらの変革に強いコミットメントを持って取り組む。

［CIO］

首長の理解とリーダーシップの下、最高情報統括責任者（CIO：Chief Information Officer）
を中心とする全庁的なDX推進体制を整備する。CIOは、言わば庁内マネジメントの中核であ
り、庁内全般を把握するとともに部局間の調整に力を発揮することができるよう、副市長等
であることが望ましい。

［CIO補佐官等］

CIOを補佐する体制を強化するため、CIO補佐官等の任用などの取組みを進める。

また、CIOのマネジメントを専門的知見から補佐するCIO補佐官等については、外部専門人材
の活用を積極的に検討する。
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外部専門人材：日本情報通信㈱ 略称：NI+C(エヌ・アイ・アンド・シー)

日本情報通信株式会社HPより引用
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DX基本方針
策定作業部会

推進本部（副市長・教育長・部長級職員） ・DX推進計画の承認、進捗管理

検討部会（◎情報政策課長、○総務課長、市民課長、自治振興課長、企画広報課長、財政課長）

・作業部会協議事項及び部会員の決定、進捗管理
・DX関係取組事項の精査、予算の精査

システム標準化

作業部会

マイナポータル
（ぴったりｻｰﾋﾞｽ）

対応作業部会

業務改革・行政
手続オンライン化
作業部会

マイナンバーカード
普及促進
作業部会

庁内ICT
環境整備
作業部会

地域社会
デジタル化対応
作業部会

幹事会（◎企画部長、○総務部長、市民環境部長、保健福祉部長、教育次長）
・DX推進に係る重要な取組事項の協議

関係各課＝ＤＸ推進（必要に応じて予算化）

■田辺市DX推進体制（～R4年度）

田辺市情報政策課
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部会名 取組事項

システム標準化作業部会 ・情報システムの標準化、共通化（主要20業務）

マイナポータル（ぴったりサービス）対応作業部会 ・行政手続のオンライン化（ぴったりサービス対象）

業務改革・行政手続オンライン化作業部会 ・行政手続のオンライン化（ぴったりサービス対象外）
・BPRを前提としたAI・RPAの活用

マイナンバーカード普及促進作業部会 ・マイナンバーカードの普及促進

庁内ICT環境整備作業部会 ・新庁舎ICTインフラの構築
・シンクライアント環境の導入
・文書管理システム、電子決裁システムの導入
・勤怠管理システムの導入
・テレワーク環境構築
・セキュリティ対策

地域社会デジタル化対応作業部会 ・地域社会のデジタル化
・デジタルデバイド対策

DX基本方針策定作業部会 ・DX推進に係る基本方針（全体計画）の検討

R４年度で目的を達成したためR５年度から廃止された作業部会※ ･･･

■DX推進体制 各作業部会
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■田辺市DX推進体制（R５年度）

田辺市情報政策課

推進本部（副市長・教育長・部長級職員） ・DX推進計画の承認、進捗管理

検討部会（◎情報政策課長、○総務課長、市民課長、自治振興課長、企画広報課長、財政課長）

・作業部会協議事項及び部会員の決定、進捗管理
・DX関係取組事項の精査、予算の精査

システム標準化

作業部会

業務改革・行政
手続オンライン化
作業部会

マイナンバーカード
普及促進
作業部会

庁内ICT
環境整備
作業部会

地域社会
デジタル化対応
作業部会

幹事会（◎企画部長、○総務部長、市民環境部長、保健福祉部長、教育次長）
・DX推進に係る重要な取組事項の協議

関係各課＝ＤＸ推進（必要に応じて予算化）
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■DX職員研修（R４実施）

実施日 内容

6/2～7/19（合計10回） 課長級以下職員（一部職種を除く） 6/2～6/20（計9回）
特別職・部長級職員 7/19

■講師
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R4年度 DX塾

目
的

自治体DX及びその推進の重要性を理解し、行政運営における市民の利便性の向
上、業務の効率化に繋がる考え方、手法等を習得することにより、将来の市政の担
い手である若手職員の育成を図る。

対
象

［選出基準］
R3年度実施の業務量調査結果における業務量及びノンコア業務（専門性不
要・定型業務）が多い上位10課 10名
• 総務課、税務課、市民課、保険課、福祉課、子育て推進課、やすらぎ対策課、
健康増進課、生涯学習課、スポーツ振興課

その他 ９名（定数に満たない場合は、上記以外の部署から選出）

内
容
DX事例、行政サービスにおける課題の見える化、現状把握・改善策の検討、改善
策の提案・プレゼンテーション等

日
程
10/28～1/27 ※計7回。1/27は４グループから、業務改革提案を発表
（市長、副市長、関係部課長へのプレゼンテーション）

講
師

日本情報通信株式会社
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R4年度DX塾提案事項に基づき業務改革（BPR）を進める

※日本情報通信株式会社の支援のもと、各担当課担当係が主体的に実施する。

DX塾提案項目 担 当 検討概要
① 日直時の戸籍受付業務 市民課窓口係 庁舎移転に伴い日直業務を見直しするため、テーマを

決済機能付き電子申請システムに変更し検討中

② 介護認定申請事務 やすらぎ対策課介護保険係 ・介護認定審査会の電子化
・介護認定調査のデジタル化
→R6年度から段階的実施に向けて検討中

③ がん検診（結果入力、読み合わせ） 健康増進課健康管理係 システム標準化のタイミングに合わせて見直し時期を検討
健康増進課としてほかにBPRできる業務も併せて検討中

④ 年末調整に係る業務 総務課人事係
手法について、R５年度からR７年度にかけ、順次部分導入
を行いながら、最適手法を検討

⑤ 窓口キャッシュレス化 スポーツ振興課
市民スポーツ係
（会計課 出納係）

DX塾提案項目ではないが、DX基本方針に基づき検討中
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R５年度 DX塾

目
的

自治体DX及びその推進の重要性を理解し、行政運営における市民の利便性の向上、業務の効
率化に繋がる考え方、手法等を習得することにより、将来の市政の担い手である若手職員の育成
を図る。

対
象

［選出基準］
DX基本方針に基づくテーマを設定
テーマに沿って参加希望者を募集
テーマに関係する部署から主査級以下の若手職員を選出
４グループ 合計21名

内
容

DX事例、行政サービスにおける課題の見える化、現状把握・改善策の検討、改善策の提案・
プレゼンテーション等

日
程

6/8 第一回 ・ 6/29 第二回 ・ 7/24 第三回 ・ 8/10 個別打ち合わせ
8/24 発表会リハーサル 9/1 発表会（市長、副市長、関係部課長へのプレゼンテーション）

※そのほか各グループで個別協議等を実施

講
師

日本情報通信株式会社 （6/22付け紀伊民報掲載記事）
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R5 DX塾テーマ グループ 提案概要 発表資料

① 勤退管理システム検討 総務課
子育て推進課
業務課（水道）
消防総務課
教育総務課
学校教育課

タイムカードを利用し打刻する勤退管理からクラウド型シス
テムを導入し、勤退管理及び休暇申請等をスムーズに行う
ことを提案

② 窓口通訳・手話アプリの導入 市民課
保険課
やすらぎ対策課
障害福祉室
中辺路行政局住民福祉課

通訳・手話アプリを搭載したタブレット端末をまずは市民課
及び障害福祉室へ導入し、その後各窓口へ導入することを
提案

③ 避難所、公衆Wifi、AED等をイ
ンターネット上の地図に表示

土地対策課
情報政策課
防災まちづくり課
商工振興課
観光振興課

ホームページに掲載している津波や洪水等のハザードマップ
を市民が一元化して確認できるようインターネット地図とし
て公開することを提案

④ 庁内手続申請の電子化 企画広報課
総務課
契約課
福祉課
生涯学習課

庁内手続申請のうち公用車の予約及び運行記録について、
現行のペーパーによる申請から、グループウェアでの予約や
Logoフォームを活用した運行記録申請を行うことを提案
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■DX塾発表会（R5）
ウェブによる参加

和歌山県 行政企画課

和歌山県DX（総括・専門・業務）アドバイザー

海南市 管財情報課

御坊市 情報化推進室・市民課

九度山町 総務課

かつらぎ町 企画公室・総務課・管理情報課

日高町 総務課

日高川町 総務課

美浜町 総務課

上富田町 総務課

白浜町 総務課

太地町 総務課

那智勝浦町

大阪府泉佐野市

長野県駒ケ根市

鹿児島県南九州市
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CIO 補佐官が 課長にインタビューを行い、コーチングメソッドを活用して、担当する課の DX 
達成のマイルストーンの確認 (= 設定) とやる気を醸成することを目的として実施
（各課長全４回）

■各課ヒアリング（R5）

グループＡ グループＢ

環境課 会計課

障害福祉室 健康増進課

子育て推進課 農業振興課

やすらぎ対策課 管理課

教育総務課 総務課
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■手法
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来年度に控える新庁舎移転

目指すべき未来像を実現

デジタル人材の育成
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ご清聴ありがとうございました


